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本紙に使用の写真をご希望のかたに差し上げます。市議会事務局（ ）へお問い合わせください。
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民生文教常任委員会（重村啓二郎委員長）は、平成 年 月７日
８日に、宮崎県日南市と宮崎市を視察しました。
日南市では、平成 年 月に市政一新計画が策定され、保育所
民営化の推進が改革の項目として取り上げられました。これを受
けて公立保育所民営化基本方針を策定し、計画が実施されている
とのことでした。特に担当者からは、公立保育所の民営化に際し
違法であるとの判決もあったことから、民営化までの期間を最低
１年程度確保し頻繁に説明会を開催するなど、関係者の十分な理

解を求める必要があるとの説明がありました。
宮崎市では、地域コミュニティにおける課題解決や市民団体の

存在意義の高まりから、活動費の財源が必要になってきており、
このため財源確保の観点から、平成 年度から市民税均等割が課
税されている個人に対し、年額 円の地域コミュニティ税を導
入するとのことです。ここでは、なんでも行政任せにするのでは
なく、個人、自治会、行政の責務を再度お互いに認識する必要が
あると感じました。日南市で日南市で

公立保育所の民営化と地域コミュニティ税を調査
民生文教常任委員会が宮崎県日南市と宮崎市を行政視察

公立保育所の民営化と地域コミュニティ税を調査
民生文教常任委員会が宮崎県日南市と宮崎市を行政視察

都市環境常任委員会（徳田直彦委員長）は、平成 年７月 日
日に、広島県の尾道市立公立みつぎ総合病院と福山市民病院へ

の行政視察を実施しました。
公立みつぎ総合病院では、保健・医療・介護・福祉の連携がと

れた地域包括ケアシステムを中心に視察しました。これは病院が
医療だけでなく、介護老人保健施設、特別養護老人ホーム、ケア
ハウスなどの施設を擁し、行政部門の保健福祉センターも併設し、
圏域での保健福祉総合施設として機能していました。また、経営

状況も良好で、病院管理者のリーダーシップを感じました。
福山市民病院では、病院長から説明を受け、コンサルや役人の

発想ではない、医師の視点からの病院改革の実施と熱意に感銘を
受けました。かつては福山市でも救急患者のたらい回しがあった
とのことで、市民が必要とする病院とは何かということを考え、
断らない病院 を実現したとの説明がありました。チーム医療
を重視し医師確保も順調とのことで、病院改革の中心者を見定め、
信頼し任せた大変良い例であると実感しました。 公立みつぎ総合病院で（尾道市）公立みつぎ総合病院で（尾道市）

都市環境常任委員会が広島県尾道市と福山市を行政視察
公立みつぎ総合病院と福山市民病院の経営などを調査

都市環境常任委員会が広島県尾道市と福山市を行政視察
公立みつぎ総合病院と福山市民病院の経営などを調査
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市
政
・
国
際
交
流

市
政
・
国
際
交
流

都
市
環
境
・
消
費
生
活

都
市
環
境
・
消
費
生
活

芦
屋
市
の
意
思
形
成

に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

中
島
か
お
り

芦
屋
市
に
お
け
る
意

思
形
成
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
る
の
か
。
具
体
的
に
は
組

織
内
部
（
予
算
編
成
を
含
む
事
業

の
決
定
及
び
執
行
と
組
織
改
正

等
）
、
市
民
の
声
（
審
議
会
等
附

属
機
関
等
、
市
民
意
見
募
集
、
集

会
所
ト
ー
ク
）
、
議
会
が
ど
の
よ

う
に
重
層
的
に
意
思
形
成
に
関
わ

っ
て
い
く
の
か
。

花
と
緑
が
絶
え
な
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
散
水
計
画
は
一
部
市

民
や
自
治
会
が
担
っ
て
い
る
た
め

に
十
分
と
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

事
業
課
が
国
や
県
の

施
策
、
市
民
の
意
見
等

を
も
と
に
、
事
業
計
画
を
た
て
予

算
案
を
作
成
し
、
議
会
で
議
決
後
、

予
算
執
行
す
る
。
組
織
改
正
等
は

人
事
関
係
課
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

大東保育所で大東保育所で

高
齢
者
・
社
会
教
育

高
齢
者
・
社
会
教
育

高
齢
者
の
元
気
を
応
援

生
涯
学
習
と
社
会
参
加

創
政
ク
ラ
ブ

幣
原

み
や

芦
屋
の
高
齢
者
が
引

退
後
も
人
生
の
輝
き
を

実
感
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
の

充
実
と
社
会
参
画
へ
の
道
筋
を
整

え
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
芦
屋
川

カ
レ
ッ
ジ
卒
業
生
に
は
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
と
し
て
非
常
勤
講
師
へ
の

道
を
開
き
、
地
域
社
会
で
経
験
や

知
識
を
活
か
し
て
い
た
だ
い
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
再
就
職
の
拠
点
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
施
設

を
も
っ
と
広
範
囲
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
厚
労
省
の
補
助

金
を
活
用
し
て
再
整
備
を
望
む
。

芦
屋
川
カ
レ
ッ
ジ
は

平
成
十
八
年
度
か
ら
定

員
を
拡
大
し
、
今
年
度
か
ら
は
修

了
生
を
対
象
に
大
学
院
を
開
設
し

た
。
定
員
を
増
や
す
こ
と
は
施
設

の
規
模
や
現
在
の
職
員
体
制
で
は

対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

修
了
生
が
カ
レ
ッ
ジ
の
講
師
と
し

て
学
習
成
果
を
社
会
に
活
か
す
こ

と
は
芦
屋
川
カ
レ
ッ
ジ
学
友
会

と
協
議
し
進
め
て
い
く
。
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
、
今
後
も

協
議
を
重
ね
、
で
き
る
だ
け
早
期

の
事
務
所
拡
充
に
努
め
た
い
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と

霊
園
施
設
の
補
修
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ

助
野

勇

高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
に
つ
い
て
、
生
涯

学
習
の
機
会
の
充
実
、
学
習
活
動

の
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
促
進
等
の
計
画
、
実
施
に
つ

い
て
。

霊
園
の
施
設
補
修
に
つ
い
て
は
、

来
園
者
が
安
心
し
て
参
拝
が
で
き

る
よ
う
道
路
補
修
、
階
段
部
の
手

す
り
の
増
設
、
重
い
給
水
栓
の
改

良
、
軍
人
墓
地
に
転
落
防
止
柵
の

設
置
、
駐
車
場
の
路
面
等
の
補
修

を
早
期
に
実
施
す
る
べ
き
で
あ
る
。

第
四
次
芦
屋
す
こ

や
か
長
寿
プ
ラ
ン

で
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
生
涯
学
習
は
学

習
環
境
の
充
実
に
取
り
組
む
。
老

人
ク
ラ
ブ
の
促
進
は
今
後
も
共
同

し
て
活
動
の
支
援
に
努
め
た
い
。

霊
園
の
安
全
対
策
工
事
は
昨
年
度

か
ら
年
次
的
に
改
修
計
画
に
取
り

組
ん
で
お
り
階
段
手
す
り
の
設
置
、

転
落
防
止
柵
等
の
安
全
対
策
工
事

や
駐
車
場
整
備
は
引
き
続
き
実
施

す
る
。
節
水
型
で
軽
く
扱
い
や
す

い
給
水
栓
の
設
置
を
調
査
す
る
。

高
齢
者
運
転
免
許
の

自
主
返
納
支
援
策
に
つ
い
て

公
明
党

帰
山

和
也

県
下
の
交
通
事
故
は

減
少
傾
向
だ
が
、
昨
年
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
死
亡
数

は
全
国
一
で
あ
る
。
本
市
で
は
、

昨
年
の
人
身
事
故
四
百
八
十
六
件

中
約
二
割
の
百
九
件
は
高
齢
者
が

関
係
し
て
お
り
、
百
二
十
二
名
の

負
傷
者
中
高
齢
者
一
名
が
亡
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
六
十
五
歳
以
上

の
免
許
保
持
者
は
、
一
万
千
三
百

六
十
二
人
で
全
体
の
二
割
で
、
全

国
平
均
の
十
四
％
を
上
回
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
免
許
自
主

返
納
支
援
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

高
齢
者
運
転
免
許
証

返
還
支
援
事
業
は
運
転

免
許
証
を
所
管
す
る
警
察
庁
で
事

業
計
画
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
は
高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
と

し
て
芦
屋
警
察
署
や
芦
屋
交
通
安

全
協
会
と
協
力
し
、
事
故
防
止
啓

発
を
実
施
し
て
い
る
。
高
齢
者
対

象
の
各
種
事
業
を
通
じ
自
主
返
納

制
度
の
啓
発
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
、
高
齢
者
自
身
が
自
ら
運

転
す
る
こ
と
な
く
外
出
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
、
交
通
事
故
防
止

を
目
指
し
て
い
る
。

社
会
教
育
施
設
は
指
定
管
理

で
は
な
く
直
営
で日

本
共
産
党

木
野
下

章

官
か
ら
民
へ

と

社
会
教
育
施
設
に
導
入

さ
れ
た
指
定
管
理
者
制
度
、
衆
参

両
院
と
も
全
会
一
致
の
付
帯
決
議

で
、
そ
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て

い
る
の
か
。

文
化
に
は
継
続
性
や
専
門
性
が

求
め
ら
れ
、
三

五
年
で
変
わ
る

指
定
管
理
者
は
な
じ
ま
な
い
。
市

の
財
産
で
あ
る
学
芸
員
等
雇
用
の

安
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
美

術
博
物
館
、
谷
崎
館
の
本
質
に
よ

る
も
の
。
直
営
に
戻
す
べ
き
。

付
帯
決
議
で
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
た
結
果
、
コ
ス
ト
削
減
、
民

間
の
発
想
に
よ
る
事
業
が
実
施
さ

れ
、
来
館
者
が
増
え
る
な
ど
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
実
現
で
き
た

施
設
も
あ
る
。
谷
崎
館
は
博
物
館

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
館
で
は
な

い
の
で
学
芸
員
の
必
置
義
務
は
な

い
。
指
定
管
理
者
制
度
、
直
営
な

ど
の
管
理
形
態
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

館
の
主
旨
目
的
に
あ
っ
た
運
営
を

目
指
し
て
い
く
。

ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
公
社
の

充
実
に
つ
い
て

新
社
会
党

山
口
み
さ
え

ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
公

社
は
設
立
以
来
、
芦
屋

市
の
福
祉
行
政
の
一
翼
を
担
っ
て

き
た
が
、
介
護
保
険
事
業
や
、
予

防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
に
転
換
さ
れ
、

市
か
ら
出
向
の
管
理
職
は
経
営
重

視
で
福
祉
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
芦
屋
市
が
委
託
し

て
い
る
高
齢
者
住
宅
等
安
心
確
保

事
業
で
は
、
安
い
委
託
料
と
、
ハ

ー
ト
フ
ル
福
祉
公
社
の
不
誠
実
な

態
度
に
、

職
員
は
、
仕
事

へ
の
意
欲
が
そ
が
れ
、
住
民
不
安

も
拡
が
る
の
で
は
な
い
か
。

福
祉
公
社
担
当
課
長

と
理
事
長
に
は
、
円
満

な
労
使
関
係
を
築
く
よ
う
伝
え
て

な
い
見
直
す
。
市
民
参
画
の
手
続

き
は
条
例
か
ら
適
切
な
手
法
を
実

施
。
市
民
意
見
の
反
映
に
努
め
る
。

集
会
所
ト
ー
ク
の
意
見
等
は
、
早

期
解
決
に
努
め
て
い
る
。

散
水
計
画
は
、
地
元
住
民
の
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

芦
有
開
発
の
道
路
部
門
の

譲
渡
問
題
に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

松
木

義
昭

現
在
、
芦
有
開
発
が

所
有
し
て
い
る
道
路
を

外
資
系
企
業
に
譲
渡
す
る
話
が
進

ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
奥
池
地
区

の
住
民
の
方
は
唯
一
の
生
活
道
路

が
今
後
ど
う
な
る
の
か
大
変
心
配

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
般
の
住

民
説
明
会
で
は
今
後
の
事
業
計
画

が
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

市
は
譲
渡
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
住
民
の
方
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
説
明
会
の

開
催
を
求
め
事
業
計
画
を
明
ら
か

に
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

奥
池
住
民
へ
の
影
響

や
、
計
画
を
明
ら
か
に

し
、
住
民
に
説
明
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
芦
有
開
発
及
び
阪
急
電

鉄
株
式
会
社
を
通
じ
て
マ
ッ
コ
ー

リ
ー
社
に
対
し
て
再
度
説
明
会
を

開
催
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
有
料
道
路
が
将
来

に
わ
た
り
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
、

こ
の
地
区
の
良
好
な
住
環
境
の
保

全
に
最
も
有
効
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
、
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
社
へ

の
譲
渡
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え

る
。国

際
文
化
住
宅
都
市

に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

重
村
啓
二
郎

平
成
五
年
国
際
交
流

推
進
懇
話
会
か
ら

芦

屋
市
の
国
際
交
流
の
あ
り
か
た
に

つ
い
て

が
答
申
さ
れ
た
。
し
か

し
、
当
時
に
比
べ
現
在
の
芦
屋
市

に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
系
、
南
米
系

の
方
々
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
こ

と
に
よ
る
対
策
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。
答
申
に
は
八
十
項
目
の

施
策
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
そ
れ

ぞ
れ
の
検
証
が
で
き
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
全
国
に
一
つ
し
か
な
い
国

際
文
化
住
宅
都
市
の
市
長
、
教
育

長
の
果
た
す
責
務
と
は
何
か
。

本
年
七
月
に
在
住
外

国
人
関
係
課
調
整
会
議

を
立
ち
上
げ
た
。
答
申
時
と
現
在

で
は
状
況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
お

り
、
本
年
実
施
す
る
意
識
調
査
の

結
果
も
踏
ま
え
、
今
後
の
国
際
交

流
に
関
す
る
施
策
を
検
討
し
た
い
。

市
長
の
責
務
は

知
性
と
気
品
に

輝
く
活
力
あ
る
国
際
文
化
住
宅
都

市

を
目
指
し
て
市
民
、
事
業
者
、

行
政
の
協
働
の
も
と
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
教
育

長
は
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

資
源
ご
み
に
つ
い
て

イ
ー
ブ
ン

畑
中

俊
彦

ご
み
収
集
の
市
民
の

協
力
に
感
謝
す
る
。
そ

の
協
力
で
分
別
さ
れ
た
資
源
ご
み

を
市
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
回
収
し
財

源
に
還
元
し
て
い
る
の
か
。
集
積

所
に
出
さ
れ
た
新
聞
・
雑
誌
類
・

ア
ル
ミ
缶
な
ど
を
古
紙
価
格
の
高

騰
等
を
背
景
に
、
市
の
収
集
前
に

何
者
か
が
私
利
私
欲
の
た
め
に
横

取
り
を
し
て
い
る
と
今
ま
で
に
も

指
摘
し
改
善
を
強
く
求
め
て
き
た
。

そ
の
後
、
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
そ
の

成
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

条
例
等
で
規
制
す
る

こ
と
は
、
所
有
権
帰
属

の
問
題
等
や
条
例
の
実
効
性
の
問

題
等
か
ら
、
現
在
、
難
し
い
が
、

全
国
的
に
は
条
例
で
規
制
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
、
先
例
市
の
状

況
等
も
調
査
し
実
効
あ
る
方
策
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。
市
民
に
は
、

持
ち
去
り
等
を
防
止
す
る
た
め
自

治
会
や
集
合
住
宅
管
理
組
合
で
行

っ
て
い
る

資
源
ご
み
集
団
回
収

制
度

を
よ
り
一
層
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
積
極
的
に

に

努
め
る
。

潮
芦
屋
の
生
活
安
全

確
保
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ

い
と
う
ま
い

九
時
ま
で
の
迷
惑
花

火
や
夜
間
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
等
、
現
行
の
市
民
マ
ナ
ー
条
例

で
は
、
違
反
者
と
住
民
パ
ト
ロ
ー

ル
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
。
市

民
の
安
心
・
安
全
の
生
活
環
境

確
保
の
た
め
、
二
十
四
時
間
の
迷

惑
花
火
禁
止
へ
の
条
例
改
正
と
騒

音
等
の
迷
惑
行
為
禁
止
の
条
項
追

加
を
柱
と
し
た
対
応
を
要
望
。
企

業
庁
と
の
新
し
い
芦
屋
の
街
づ
く

り
に
お
い
て
の
課
題
点
と
、
開
発

や
問
題
発
生
に
お
い
て
の
各
関
係

者
と
の
連
携
強
化
を
要
望
。

花
火
を
終
日
禁
止
す

る
条
例
改
正
や
、
騒
音

等
の
迷
惑
行
為
を
禁
止
す
る
項
目

を
条
例
に
追
加
す
る
こ
と
は
様
々

な
課
題
が
あ
る
が
、
平
穏
な
生
活

を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
地
元
自
治
会
あ
る
い
は
関
係

機
関
と
十
分
協
議
し
て
来
年
に
向

け
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。
計
画

の
策
定
や
開
発
の
進
捗
に
伴
う
計

画
の
変
更
は
、
企
業
庁
と
の
合
同

い
る
。

中
央
労
働
委
員
会
に
、
再
審
査

の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
公
社
の
自
主
的
な
判
断
に

基
づ
く
も
の
と
の
連
絡
を
受
け
て

い
る
。

和
解
に
向
け
て
誠
実
に
交
渉
す

る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

の
委
託
料
は
安
け
れ
ば

よ
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
適
正

に
対
応
し
た
い
。

芦
屋
病
院
の
医
療
機
能

評
価
が
無
く
な
っ
た

無
所
属

長
谷

基
弘

芦
屋
病
院
は
医
療
機

能
評
価
を
平
成
十
五
年

八
月
当
時
、
苦
労
し
て
一
般
病
院

を
取
得
し
た
。
そ
の
結
果
、
優

れ
た
病
院
と
し
て
医
療
機
能
評
価

機
構
か
ら
認
定
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
認
定
期
間
は
五
年
、

つ
ま
り
は
本
年
八
月
十
七
日
に
期

限
切
れ
と
な
り
、

機
能
評
価
無

し

の
病
院
と
な
っ
た
。
近
隣
の

病
院
は
ほ
と
ん
ど
更
新
し
て
い
る
。

な
ぜ
、
更
新
手
続
き
や
や
る
べ
き

こ
と
を
し
な
い
の
か
。
無
責
任
で

あ
る
。

病
院
機
能
評
価
は
病

院
が
自
ら
優
れ
て
い
る

点
や
改
善
す
べ
き
点
を
把
握
し
、

医
療
の
質
の
一
層
の
向
上
及
び
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
げ
る
も
の

で
必
要
と
考
え
る
。
芦
屋
病
院
の

機
能
評
価
の
認
定
期
間
は
平
成
二

十
年
八
月
十
七
日
に
終
了
し
た
が
、

公
立
病
院
と
し
て
経
営
基
盤
を
安

定
さ
せ
、

準
備
病
院
へ
の

参
加
な
ど
病
院
機
能
の
充
実
を
優

先
し
た
た
め
再
申
請
は
行
わ
な
か

っ
た
。
病
院
機
能
評
価
は
必
要
で

あ
る
た
め
今
後
、
認
定
を
受
け
る
。

介
護
保
険
の
充
実
を

日
本
共
産
党

森

し
ず
か

介
護
保
険
料
は
来
年

四
月
改
正
に
向
け
て
見

直
し
中
だ
が
、
前
回
の
改
正
で
は

三
十
三
％
の
大
幅
な
値
上
げ
が
さ

れ
た
。
高
す
ぎ
る
保
険
料
は
払
い

た
く
て
も
払
え
な
い
状
況
に
あ
り
、

保
険
料
の
値
上
げ
は
す
べ
き
で
は

な
い
。
高
い
保
険
料
の
原
因
は
、

国
庫
負
担
割
合
が
五
十
％
か
ら
二

十
五
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
か
ら

で
あ
り
国
に
引
き
上
げ
の
要
望
を

せ
よ
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
増
や
し
、
現
行
の
減
免
制
度

を
よ
り
充
実
す
る
よ
う
求
め
る
。

介
護
給
付
費
負
担
金

に
つ
い
て
は
全
国
市
長

会
か
ら
国
に
対
し
、
各
保
険
者
に

二
十
五
％
を
確
実
に
配
分
し
、
調

整
交
付
金
は
別
枠
化
を
要
望
す
る

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
来
年
度

か
ら
の
保
険
料
は
平
成
二
十
年
度

末
の
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立

金
を
全
額
取
り
崩
す
こ
と
で
、
保

険
料
を
抑
え
て
い
き
た
い
。
第
四

期
の
保
険
料
の
設
定
も
軽
減
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
低
所

得
者
等
へ
の
保
険
料
の
減
免
措
置

も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

市
民
病
院
独
法
化
で

安
心
で
き
る
医
療
体
制
は

新
社
会
党

前
田

辰
一

市
民
病
院
の
特
長
は

入
院
・
外
来
と
も
高
齢

層
の
受
診
で
あ
り
、
平
均
在
院
日

数
も
二
十
日
前
後
と
い
う
現
状
。

独
法
化
の
下
で
は
急
性
期
医
療
を

進
め
収
支
改
善
を
図
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
で
は
病
院
か
ら
早

期
退
院
を
求
め
ら
れ
る
し
結
果
的

に
受
診
等
の
制
約
も
起
こ
り
う
る
。

公
立
病
院
と
し
て
の
機
能
が
果
た

せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
市
は
平

成
十
九
年
度
に
病
院
事
業
健
全
化

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
こ
の
計

画
に
基
づ
く
改
善
が
図
れ
な
い
か
。

公
立
病
院
の
役
割
は

地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
適
切
な
医
療
提
供
が
重
要
で
、

不
採
算
部
門
で
も
救
急
医
療
へ
の

対
応
は
実
施
す
る
責
任
が
あ
る
。

厳
し
い
医
療
改
革
の
中
、
慢
性
期

で
安
心
し
て
入
院
で
き
る
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
は

独
法
化
の
是
非
に
か
か
わ
ら
ず
現

時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。
公
営
企

業
経
営
健
全
化
に
よ
る
実
現
性
は

抜
本
的
な
経
営
形
態
の
改
善
を
早

急
に
行
う
こ
と
に
よ
り
可
能
と
考

え
て
お
り
独
法
化
を
急
い
で
い
る
。

大東保育所で大東保育所で

九
月
定
例
会
で
は
、
九
月
十
六
日（
火
）、

十
七
日
（
水
）
の
二
日
間
、
十
四
人
の
議

員
が
市
政
に
関
す
る
三
十
五
項
目
の
内
容

に
つ
い
て
、
通
告
順
に
質
問
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

大東保育所で大東保育所で

会
議
な
ど
を
開
催
し
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ
う
に
連
携

を
深
め
て
い
く
。

芦
屋
市
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

公
明
党

田
原

俊
彦

あ
い
か
わ
ら
ず
振
り

込
め
詐
欺
や
詐
欺
商
法

が
あ
と
を
絶
え
な
い
。
万
一
、
被

害
に
遭
っ
た
場
合
に
相
談
で
き
る

市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
存
在

を
、
も
っ
と
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
啓
発
が
大
切
だ
。

市
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

セ
ン
タ
ー
の
周
知
度
や
評
価
を
調

べ
、
出
前
講
座
の
講
座
名
も
魅
力

あ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
変
更
し
、
も

っ
と
実
施
回
数
を
増
や
す
よ
う
に

努
力
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ジ
で
の
紹
介
を
は
じ

め
、
集
客
が
見
込
ま
れ
る
イ
ベ
ン

ト
で
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
る
。
ま
た
自
治
会
や

老
人
会
な
ど
に
掲
載
を
依
頼
し
積

極
的
に
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
た
こ
と
が

な
い
が
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

周
知
度
、
利
用
者
の
評
価
な
ど
の

把
握
は
必
要
で
あ
る
の
で
実
施
に

向
け
て
検
討
す
る
。
出
前
講
座
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
も
受
け
た
く
な
る
よ

う
に
工
夫
を
し
て
い
く
。

福
祉
・
病
院

福
祉
・
病
院

大東保育所で大東保育所で


